



A Study on the Relation between “-temorau” Sentences and Causative Sentences:
A Focus on the Event that Sentences Express
WU Dan
呉　丹
This paper analyzes the relation between “-temorau” sentences and causative sentences in 
Japanese, and examines the cases in which the two types of sentences express the same event 
and the cases in which they do not. There has been considerable previous research analyzing 
“-temorau” sentences and causative sentences respectively, yet there are few papers discussing the 
relation between them. Therefore, this paper, first shows characteristics of occasions where the two 
types of sentences expressing the same event, and then, the characteristics which the two types 
of sentences express a different event. These are explained with reference to numerous corpus 
examples extracted from a corpus. “-temorau” sentences and causative sentences can express the 
same event in cases where the affect is one of request or permission from a subject to an agent, and 
in cases where the sentence structure suggests a request affect.“-temorau” sentences and causative 
sentences can also express the same event when they co-occur with forms that express commands 
or volition. “-temorau” sentences and causative sentences cannot express the same event when the 

































































　  2.3.1 村上（1986）
　  2.3.2 楊（1989）
　  2.3.3 山田（2004）












































































































（A） 和子は 三郎に 行かれた。
　　（めいわく主体） （動作主体） （動作）
（B） 和子は 三郎に 行ってもらった。
　　（利益主体） （動作主体） （動作）






















































      b 教授が学生にレポートを提出してもらう。















































































































































（15） 今日、君に わざわざ  来てもらった｛≒来させ
た｝のは他でもない。《ネクサス》のその後の
経過を聞くためだ。（サザンクロス流れて）

































































































































（27） どうしてもほしい。あの人に いって  ゆずって
もらおう｛≒ゆずらせよう｝。（いのちをうばっ
た神さま）















































































































































































































































に 助かる  んですがね｛？素直に話させると助
かる｝。（見えない宝石）
　○「～てもらって、～うれしい（など）」










ばしてもらったら 助かる  ｛？伸ばさせたら助
かる｝。（Yahoo!ブログ）
（57） 心のこもった挨拶をしてもらったらやっぱ




























（58） これ以上難民が増えてもらっては 困る  ｛？増
えさせては困る｝。これ以上外国人が街に住み







































てもらうと、何か 嫌なんです  ｛？髪をとらせ
ると、嫌なんです｝。（Yahoo!知恵袋）




































































































  山田君が突然大学をやめると言いだして指導教官をびっくりさせた。（早津 2004：131）
 4　早津（2004）は「他動的使役」の例として、次のようなものを挙げている：
  ブランデーをふりかけたバナナを冷凍庫で凍らせる。（早津 2004:132）
 5　国立国語研究所で開発されたコーパスである。書籍、雑誌、新聞、白書、ブログ、ネット掲示板、教科書、
法律などのジャンルにまたがって 1億 430万語のデータを格納し、各ジャンルについて無作為にサンプル
を抽出しているという。（国立国語研究所コーパス開発センターホームページより）
 6　以下のようなテモラウ文は、やや許容的な面もあるが、依頼的と許容的のいずれでも、使役文と同じ事態
を表す。
 これがあると一発で寝る、と言うものを作ると結局それがないと寝ない、ということになって却って
後で面倒かな、と思いなるべく自然に寝てもらいたい｛≒寝させたい｝と思っていました。（Yahoo!
知恵袋）
 7　使役文の A´の構文的特徴は早津（2015）にも述べられている。早津（同）は、従属節事態と主節の使
役事態との関係を考察し、従属節に使役主体から動作主体への働きかけが表現されているものと、従属節
に動作主体に向かうのではない種々の動きや変化が表現されているものがあると述べている。従属節に使
役主体から動作主体への働きかけが表現されているとき、その従属節の動詞は大きく 4つのタイプ、「動
作の要求・誘導（「命じて」「うながして」など）」「動作を行う立場や環境のつくりだし（「雇って」「派遣
して」など）」「意識の誘導（「あざむいて」「だまして」など）」「身体部位への関わり（「抱いて」「なぐっ
て」など）」に分けることができると指摘されている（早津 2015:4）。
 8　5節で示したように、ここに｛　｝で示しているのは、テモラウ文が完全に使役文に言い換えられるとい
うことではなく、使役文が用いられても、同じように「お客様が好きなものを選ぶ」という事態を表現で
きるということである。じつは、（47）では「お客様」という表現が用いられているため、使役文に言い
換えると、文全体のニュアンスが変わると思われる。あるいは、そもそも使役文が使われると不自然にな
るということも考えられる。
